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研究主 題 「集団 の一員 と しての自覚 を高め、 自主 的、実践 的な態度 を育 てる指導 の工夫」

一ホームルーム活動 ・生徒会活動 を中心 と して 一

1は じ め に

1研 究のね らい

ホ ームルーム活動 や生徒会活動1ま集団を単 位 と して行われ る特別活動であ る。 それぞれ に

求 め られ る 「集団 の一員 として の自覚」をどのよ うに して高 め、「自主的 、 実践 的 な態 度 」

を どの よ うに して育て るのか に視点を当て、その方策 を探 る。

2研 究 の背景 と主題設定の理由

学 習指辱要領で は、「集団 の一員 としてよ りよい生活 を築 こうとす る自主 的、 実 践 的 な態

度 を育 て る」 ことが特別活動 の目標の一 つに掲 げ られている。 しか し、高等学校で は、 この

目標 が必 ず しも実現で きて いるとは言 い難 いのではないだろ うか。生徒の中 には協力 し合 う

ことに不慣れな者、 自主性 や耐性等 に乏 しい者、学校への帰属意識が希薄 な者が増 えてお り、

ホー ムル ーム活 動や生徒会活動が停滞 し、その指導の困難 さが増 して いる現状が ある。

こう した現状 は、生 徒 にとって魅力 ある学校づ くりが課題 で あることを示 して いる と考 え

られ る。魅力 あ る学校 とは生 徒同士 、生徒 と教師の信 頼関係 があ り、生徒が主 体的 に学 べ、

充実 した特別活 動が行われ る学校である と言 えよ う。

本年度研究員 は、特別活動 を活性化す るためには、集団の一 員 と しての自覚 を高 めること、

自主的 、実践的 な態度 を育 て ることが重要 であると考 えた。集 団の一員 と しての 自覚 を高 め

る ことは、生徒 同士 、生 徒 と教師の信頼関係 を高 めて い くものであ り、 自主的、実践的 な態

度 を育 て ることは、主体 的 に学ぶ生徒 を育 てる ことに通 じてい くもので ある。

本研究 では、ホームルーム活動 と生徒会活動 に着 目した。ホー ムルー ムは生 徒が学校 生活

を過 ごす ための最 も基礎 とな る集団で あ り、生徒会 は全校生徒 によ って組織 され る集団 で あ

るか らであ る。

3研 究の進め方

初 あにホームルーム活動 、生徒会活動 に関 して、研 究員 が所属 す る9校 で ア ンケ ー ト調査

を行 った。次 にその分析 を もとに、 ホームルーム活動 、生徒会活動 それぞれにっいて、 指導

方法の工夫 を提言 し、 それを もとに した各校 の実践事例 を記述 した。 これ らの提言 お よび実

践事例が各校の特別活動 の参考 になれば幸 いであ る。

4研 究の経過

①

②

③

④

⑤

5/16清 瀬高校 研究主題の決定

6/3蒲 田高校 研究内容の検討

7/11農 林高校 ア ンケー ト調 査の集計

8/22御 岳研究 ア ンケー ト調査 の分析

～24集 会 及 び各校 の現状把握

9/5第 一商業 各 校の実践 の検討

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

10/21第 四商業 実践事例 の報告

11/1竹 台高校 原 稿提出

11/21足 立新 田高校 原稿検 討

12/1南 葛飾高校 最終原稿 の作成

1/12松 が谷高校 発 表会準 備

2/14都 研 研究発表
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llア ンケ ー ト調 査 結 果 か ら見 た生 徒 の 意 識 と実 態

ホ ー ム ル ー ム活 動 、 生 徒 会 活 動 に関 す る生 徒 の実 態 を把握 す るた め に 、研 究 員 の勤 務 校9

校(全 日制7校 、 定 時 制2校)で 、一 学 期 末 に ア ンケ ー ト調 査 を実 施 した 。 ア ンケ ー ト調 査

の 回 答 数 は5,310で 、 内 訳 は全 日制5,040、 定 時 制270で あ る。 なお 、 グ ラ フ の数 値 の 単 位 は す

べ て%で あ る。

1ホp・ 一ム ル ー ム 活 動

(1)「 あ な た は学 校 生 活 に満 足 して いす か 。」(図1)

この質 問 は、1年 生 に つ い て は入 学 時 に っ

いて も尋 ねた。それぞれの時期 にっ いて満 足

度 が どう変 化 してい くかを棒 グラフに した。

満足 と答 えた生徒 は、入学時 の20%か ら1

学期末 には33%と 大 きぐ増 えているのに対 し、

2年 生 では19%と 入学時 とほぼ同 じに な って

いる。2年 生 で 「満足」 と答 えた生徒 は、1

年生 よ り14ポ イ ン ト少 な く、逆 に 「満 足 でな

い」 と答 えた生徒が15ポ イ ン トも多 くな って

いる。

入学時か ら1学 期末 にかけては、オ リエ ン

テー シ ョンや移動教室 などの指導 により、生

徒 は学校生活 に比較的満足 して いるが、2年

生、3年 生で は学校生活 に十分満足 で きて い

な い現状が うかがわれ る。

満足 普通 満足でない

[1入 学時lm1年 生 □2年 生 ■3年 生

図1学 校生活の満足度

② 「あ な た は ホ ー ム ル ー ム活 動 に満 足 して い ます か 。」(図2)

「満 足 」 と 答 え た 生 徒 は1年 生 で35%、2

年 生 で は22%で あ り、13ポ イ ン トも少 な い。

逆 に 「満 足 で な い」 と答 え た生 徒 は1年 生 で

21%、2年 生 で は33%と12ポ イ ン トも多 い。

ホ ー ムル ー ム活 動 に っ い て の生 徒 の満 足 度

は 、学 校 生 活 に対 す る満 足 度 と同 様 に、1年

生 に比 べ2年 生 、3年 生 の数 値 が 低 く、 満 足

で きて い な い こ とが分 か る。

2年 生 、3年 生 に お け る満 足 度 を 高 あ る指

導 の工 夫 が必 要 で あ る 。

図2ホ ー ムル ー ム活 動 の 満 足度
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(3)「 あなたが現在高校で学ん でいる目的 は何でずカ㌔」(図3)

全体 で は、「人格形成 」 や 「教養 ・常 識」

の値 が低 く、現実 に目の前 に直面 した 「就職 ・

進学 」「高校卒業 の資格」の数値が高 い。

学年別 に見 てみ ると、 「高校 卒業 の 資格」

「就職 ・進学」 につ いて大 きな変化 が み られ

る。「高校卒業 の資格 」 を 目的 と して い る生

徒 は高学年 ほど数値 が高 く、逆 に 「就職 ・進

学」 を目的 とす る生徒 は、高学年 ほど数 値 が

低 い。

学年 が進 むにっれて、よ り現実的で 目前 の

ことが目的 とな ってい く傾 向が見 られる。
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(4)「 ホ ー ムル ー ム活 動 にっ いて あ な たが 満 足 して い る こ と は何 で す か 。(複 数 回答)」(図4)

「ホームル ーム内の問題解決」「レク リエ ー

シ ョン」「日直 ・掃除」「係等 の仕事」 の数値

が低 い ことに注 目 したい。

学年別 に見 てみる と、全体 に右下が りの傾

向が あ り、高学年 ほど数値 が低 い。特 に 「話

し合 い」「ま とま り」「男女 の仲が良 い」 につ

いて顕著 に表 れている。

満足 して いる ことは最高 で も25%で あ り、

各項 目とも数値が低 く、高学年ほどホームルー

ム活動 に満足で きて いないと思われ る。

1㎜11年 生 □2年 生 ■3年 生1

決 面
気

図4満 足 している活動

㈲ 「ホームルー ム活動 で、あなたが興味 のあ る内容 は何 です か。(複 数回答)」(図5)

数 値の高 い順 に並べて みる と 「学校行事」

「友達 ・異性 」「自己紹介 などのホームル ー ム

独 自の取 り組み」「進路」「レク リエーション」

とな って いる。 しか し、半分以上の もの が10

%未 満であ り、全体 と して生徒の興味 の あ る

ものが少ない。

生 徒 は、身近で考 え易 い内容 にっいて は比

較的興味 ・関心 が高 いが、 「ホー ムルー ム内

の問題 」や 「委員会 ・生 徒会活動 」な ど、重

要 であ った り、取 り組 みが難 しい内容 に は興

味 を示 さない傾 向があ る。
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(6)「 学校生 活の中で好 きな こと、嫌 いな ことは何ですか。(複 数 回答)」(図6)

その他1 1

進路先 14

一12地 域 での 評判

制服一6
一10伝 統

一2■ 校 風

一24・
校則

先生方11

先蒙後嚴 20

友達 7G
一18

授業

その他の行事■ 圏5

修学旅行。遠足 45

体育祭18
文化祭23

生徒会・委員会}一29

部活動 24

一!3ホ ームルーム活 動

付近の雰囲気■7
施設 ,8

1
一40 一20 0 0 20 40 60 80

図6好 きな こと 一嫌 いな こ と

各 項 目にっ いて、「好 き」 と答え た回答数 と 「嫌 い」 と答 え た回答数 の差 を グ ラフに し

た。数値が プ ラスの もの は、「好 き」が 「嫌 い」 を上回 り、逆 にマイナスの ものは 「嫌 い」

が 「好 き」を上 回 った ものである。

数値 の高 いものは、 や はり 「友達」で、他の もの より突 出 している。次 に 「修学旅 行 ・

遠足」「部活動」「文化祭 」 と続 いて いる。

数値 の低い ものは、「生徒会 ・委 員会 」で、次 に 「校則」「授業」 「ホ ームル ー ム活 動 」

と続 いてい る。

生徒 は 「友達 」や 「行事」 を好 み、逆 に 「生徒会 ・委員会活動」 や 「ホームルーム活動」

を好 んでいないよ うで あ る。 この ことは、 ホールルーム活動 や生徒会活動 をよ り魅力 あ る

ものに改善 す る必要が あ ることを示 して いる。

(7)ま と め

ア ンケー ト調査結果 か ら、1年 生 に比べ、2年 生 、3年 生 は学校生活や ホームルー ム活

動 に対 す る満足度 が低 い ことが分か った。 ホームルー ム活動 の中で、生徒 の満足度 が低 い

もの は 「ホ ームルーム内の問題解決」「レク リエー シ ョン」「日直 ・掃 除」 「係 の仕 事 」等

で あ り、生徒 が興味 を持 っている ものは 「学校 行事」「友達 ・異性」「ホームルーム独 自の

取 り組 み」「進路」「レク リエー ション」等であ った。

ホー ムル ーム活動 の満足度 を高 め、 ホームル ーム活動 を活発化 させ るためには、生 徒 が

興味 ・関 心を持 ってい る内容 を積極的 に取 り上 げてい くとと もに、満足度 の低 い内容 を改

善 ・工夫 してい く必要 があ る。 また、生徒があま り興味 を持 っていない 「ホームルー ム内

の問題 」「校則」「委員会 ・生徒会」「学校全体 の問題」等に も目を 向 けさせ、 問 題解 決 に

よ る成就感 や達成感 を味 わわせ る必要があ る。
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2生 徒会活動

ア ンケー ト調査 を行 うに当た り、「生徒会活動」 の範囲 は、保 健 や整美 とい った各種 委 員

会活動 や、文化祭 や体育祭 な どの実行委員会活動 も含む もの とした。

(1)「 生 徒会活動 にお ける役員 ・委 員をや った ことがあ りますか。」(図7)

3年 生 は、在学 中に65%の 生 徒 が具 体(%)
100的 な 「○ ○ 委 員 」 とい う役 員 の形 で 生 徒

90

会 活 動 を経 験 して い る こ とが分 か る 。 こ80

れ は、 ホ ー ムル ー ム活 動 に取 り入 れ られ7060

て い る 「一 人 一 役 制 」 に よ る と ころ が 大50

き い もの と思 わ れ る。40
30ま

た 、「経 験 無 し(希 望)」(役 員 ・委20

員 に な った こ とが無 い が希 望 して い る生10
0徒)は

、 各学 年 で2～5%と 少 な く、 希

望すれば誰で も生徒会活動に参加できる

1年2年3年

1Z経 験有り(希望)国 経験有り皿 経験無し(希望)■ 経験無 し1

と言 え る。

(2)「 生徒会活動 の現状 は どうです か。」(図8)

1年 生 は生徒会活動 の現状を 「役員 ・

委員 が中心 となって 自主的 に活動」 して

い ると見て いる者が多 いのに対 し、2年

生 、3年 生 は 「興味の ある生徒 と担 当 の

先生 が活動」 して いると見 ている者 が多

いことが分 かる。

また、全学年 とも 「ほ とん どの生 徒 が

委員会 などで自主的 に活動」 が低 い数値

にな って お り、生徒会活動 は全校生 徒 に

よる自主的活動 ではない と受 け とあ られ

て いる ことが分 かる。
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図7

0 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

囮1年 生 園2年 生 ●3年 生

①ほとんどの生徒が委員会なとで目主的に活動 ④先生を中心として活動
②役員・委員が中心となって自主的に活動 ⑤ほとんど活動していない
③興味のある生徒と先生が活動 ⑥その他

図8

(3)「 あなたの学校の生徒会活動 はどの様 なことを しています か。」(図9)

「文化 祭な どの行事の運営」「生徒 同士(%)

の親睦 を深 め る活 動」 「生 徒総 会 な どの

運営」 など行事関係 の数値 が高 い。

一方、「規 律 ・校風 の向上 に関す る活

動」「環 境美化の活動」「保健衛生 に関 す

る活動」 な ど日常的 な活動の数値 は低い。

多 くの生徒 に とって、生徒会活動 は行

事関係 の活動 が主 であ り、 日常的 な活動

は見 えに くい と言 え る。

『
60

50

40

30

20

10

0

そ
の
他

予
算

校
則
改
善

生
徒
総
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

他
校
と
交
流

委
員
会

新
聞
等

読
書

保
健
衛
生

環
境
美
化

規
律
・
校
風

文
化
祭

親
睦

図9

一5一



(4)「 生 徒 会 活 動 は ど うあ るべ きだ と思 い ます か 。」(図10-A、 図10-B)

「ほ とん どの 生 徒 が 委 員 会 な ど で 自主(%)

50的 に活動」 と 「役員 。委員 が申心 とな っ

て 自主的 に活動 」 と合 わせ 、 「自主 的 に

活動」す るべ きだ と考 えている生徒 は、

全学年 で70%を 越 える。全体 に、 学年 間

には大 きな違 いが見 られない。(図10-A)

(2)の 「生徒会活動の現状 はどうですか」

の結果 と比 べ ると、 「自主 的 に活 動」 と

した項 目で数値が異 なる。多 くの生徒が、

生徒会活動 は自主的 に活動す るべ きだ と

思 って いるが、実際 はそ うなってい ない

ことが分か る。

役員 ・委員経験者 と役員 ・委員未 経験

者を比べ ると、役員 ・委員経験者 は 「ほ

とん どの生徒が委員会 などで 自主 的 に活

動 」が一番高いの に対 し、役員 ・委 員未

経験者 は 「役員 ・委員が中心 となって 自

主的 に活動」が一番高 い。(図10-B)

この ことは、生徒 は役員 ・委員を経験
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①ほとんとの生徒が委員会などで自主的に活勤
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③興味 のある生徒 と先生が活動

④先生 を中心 と して活動

⑤ ほとん ど活動 しな くてよい

⑥その他

図10-A

ほ とんどの生徒が委員会 などで 自主的に活動

役員 ・委員が中心 となって 自主的に活動

す る こと に よ って 、 生 徒 会 活 動 は役 員 ・ ほとんど活動しなくてよい 興味のある生徒と先生が活動

委員が中心 となって活動す るのではな く、

多 くの生徒が 自主的 に活動 す るべ きだ と

考 え るよ うにな った と言えよ う。

先生を中心 として活動

一 役員 ・委員経験者 一役員 ・委員未経験者

図10-B

(5>「 これか らの生徒会活動 に期待す ることは何ですか 。」(図11)

生徒 の期待 は、 「文化祭 等 の行事 の運(%)

営」「生徒同士 の親 睦 を深 め る活動 」 な

ど行事関連 の活動 に集 中 してい る。 これ

は、(3)の 「あなたの学校 の生徒会 は どの

様 な ことを して い ますか 。」 の回答 とほ

ぼ同 じ傾 向を示 してい る。

しか し、一番期待 されてい る 「文化 祭

等 の行事 の運営」 も48%に す ぎず 、生 徒

会活動 に対す る期待 は全体的 に低 い。
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(6)「 生徒会活動 を活発 にす るためにはどの様 にずれば良い と思 いますか。」(図12)

「楽 しい行事 を増 や す」 が62%で 最 も

高 く、(5)の 「これか らの生 徒会活動 に期

待 す ることは何 です か。」 で行 事 関係 が

高 い数値 を示 した結果 と一 致す る。以下

「生徒一人一 人 が関 心 を持 ち生 徒会 活動

に参加 す る」 「生 徒 一人 一人 が委員 や係

な どを責任 を もって行 う」な ど、生 徒 自

身 の意識 ・姿 勢 に関す る項 目が続 くが、

「楽 しい行事 を増 やす 」 の半 分以下 の数

値 にす ぎない。 「楽 しい」 ことは期 待 す

るが、主体 的に行動 す る姿 勢 には欠 け る

生徒 が多い ことを示 して いる。
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生 徒の 「楽 しい」 とい う言葉 は様々な受 けとあ方 がで きる。そ こで 「楽 しい」 の意 味 す

るところを検 討す るた め、研究員の所 属す る5校 で、生徒会 役員及 び一般 の生徒 約60名 に

聞 き取 り調 査を行 った。

聞 き取 り調 査 の結果 によ る と、生 徒会 役員 の生 徒達 は 「熱 中 で きる」 「みん な で参加

(協 力)で きる」 ことを 「楽 しい」 と考え ているの に対 し、一般の生徒達 は 「規制 が無 い」

「自由な」 ことを 「楽 しい」 と考 えて お り、両者 は大 き く異 な って い る。 特 に生徒 会 役員

の生徒達 は、行事 や様 々な活動を準備 ・運 営す る際 の苦労 も、「楽 しい」 こ との一 っ と し

て挙 げてい る。 これ は、生 徒会役員の生徒達 が、生徒会活動 を通 して成 就感や満足感 を経

験 した ことによ るもの と考 え られ る。

生徒 が 「楽 しい」 と思 うことは、生徒会 活動 を経験 す ることによ って変わ って くる。 さ

まざまな意味 で 「楽 しい」 と感 じられ る行動 を行 うことが、生徒会 活動 に求 め られ て い る

と言 え る。

(7)ま と あ

ア ンケー ト調査結果 か ら、生徒の生徒 会活動 に対 す る興味 ・関心 が低 い ことが明 らか に

な った。また、多 くの生徒 は、生徒会活動 の現状 を興味 のあ る生徒 と先生が活動 して い る

と見 てお り、生徒会活動 はほとん どの生徒 が委員会 な どで 自主 的に活動すべ きだ と考 えて

い ることも分 か った。

生徒会活動 を活性化 す るために はど うす れ ばよ いか の問 いに対 して は、多 くの生 徒 が

「楽 しい行事 を増 やす」 と答 えて いる。 そ して、生徒会活動 に期待す る ことは、「文化 祭等

の行事 の運営」「生徒同士の親睦 を深 める活動」であ ると答 えて いる。

多 くの生徒 が生徒会活動 に参加 し、自主 的、実践的 に活動 す るよ うにす るため には、 こ

のよ うな生徒 の期待 に応 え るよう、生徒会活動 の内容 を魅力 あ るもの に改善 し、多 くの生

徒 の生徒会活動 への興味 ・関心 を高 めてい く必要 がある。
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皿 望 ま しいホ ーム ル ーム 活 動 ・生徒 会 活 動 へ の提 言

1ホ ーム ルーム活動

ア ンケー ト調査結果 よ り明 らか な ことは、比較 的高 か った1年 生 のホームルーム活動 へ の

満足度が、2年 生、3年 生 では落 ち込 む傾向にあ るとい うことであ った。 ホームルーム活動

で 「集団 の一員 としての自覚 を高 め、 自主的、実践的 な態度 を育て る」 ためには、 まず この

満足度 の低下 を防 ぎ、さ らに満足度を高めてい くことが必要 である。

ホームルーム活動 の中 で、生徒 の満足度が低下 して くるのは 「話 し合 い」「まとま り」「男

女 の仲 の良 さ」等で ある。 これ らは、 いずれ も人 間関係 に関す るもので、生徒がお互 い の人

間関係 を築 けるよ うなホームルーム活動が求 め られ る。

また、 ホームルーム活動 の中で、生徒の満 足度 が低 いのは 「ホームルーム内 の問題解決 」

「日直 ・掃除 」「係の仕事」等で ある。 こう した 日常的 で実践的 な態度が必要 とされ る活 動 へ

の満 足度 を高 めるためには、長期的 な展望 を持 ちなが ら、継続 して取 り組む必要が ある。

「ホー ムルー ム活動で興味 あ る内容 は何 ですか」 とい う質問で は、「学 校行 事 」 「友 達 ・異

性 」「ホー ムル ーム独 自の取 り組 み」「進路」 「レク リエ ーシ ョン」が高 い数値を示 した。ホー

ムル ーム活動 の満足度を高 めるには、生徒 の興味 ・関心が高 い内容を ホームルーム活動 の題

材 と し、生徒 に積極的 に取 り組 ませ る必要が あ る。

この よ うなことを踏 まえて以下の ような三 っの提言を行 いたい。

(1)生 徒同士、生徒 と教員が信頼関係 を持 て るホームルーム活動 の工夫

ホ ームルームは学校生活の基礎 とな る集 団である。2年 生、3年 生での満足度を低 下 さ

せ な いため に、生徒同士、生 徒 と教員 が信頼 で きる関係を作 って い くホームル ーム活 動 が

求 め られ る。

(2)生 徒 の興味、 関心の高 い題 材 を使 ったホームルーム活動の工夫

生徒 は行事 に対 して強い興味 を持 って いる ことは、 ア ンケ ー ト調 査結果で も明 らか で あ

る。表面的 には、協力 した り行動 した りす る ことを嫌 が ってい るよ うに見え るが、 みん な

で楽 し くとい うことは好 きなのである。 こ うした興味 を題材 に、よ り高 い まとま りや 入間

関係 を作 るよ うな指導 の工央 が求 め られ る。

(3)長 期 的視野 に立 った ホームルーム活動の工夫

ホ ームル ーム活動 において、自主的、実践的 な態度を育て るためには、長期的視野 に立 っ

た継続 した指導 が必要 であ る。ホームルーム活動の年 間計画 を しっか り立 て、継 続 した活

動 と位 置付 けることによ り、生徒 の満足度 を高めてい くことが望 まれ る。

以上三 っの提言 を踏 まえた実 際の指導上の ポイ ン トを挙 げ る。

① 生徒 自身 に 目標 の設定 をさせ、教師 は適切 なア ドバイスをす る。

② 生徒 自身 に計 画を立 てさせ、教師 は適切 なア ドバイスをす る。

③ 生徒一人一人 が活躍 で きる場 を設定す る。

④ リー ダーや リー ダー集団 を育成す る。

⑤ 生徒 同士 の意志疎通 を図 る。

⑥ 生徒 自身 に評価 、課題 の検討 をさせ る。
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2生 徒会活動

望 ま しい生徒会活動 を考 えるとき、生徒一人一人 とい う個人 としての視点 と、生徒会 とい

う集団 と しての視点が あ る。個人 と して は、生徒会 の一員で あ ることを自覚 し、自主的 ・積

極 的 に行動す る ことで あ り、集団 と して は、各委員会 や組織 が良 く機能 し、学校生活 の充 実

や改善向上 を図 る活動 が多 くの生徒 の参加 によって行 われる ことである。 この二 っ は切 り離

せ る ものではな く、互 いに作用す る ことで生徒会活動全体 が活性化す ることになるであろう。

ア ンケー ト調査結果 は、多 くの生徒が 「生徒会活動 は生徒 の 自主的 な活動 であ るべ きだ」

と考 えていなが ら、実際 は一部 の生徒 の活動 とな って しま ってい る状況 を示 した。生徒会 執

行部 も含 め、多 くの生徒 が生徒会活動 に対 して はっきりとした 目標 や指針 を持 てず、 どの よ

うに活動 すれば良 いのか分 か らずにいるので はな いだ ろうか。

特別活動 の指導 には、「学校の実 態や生徒 の発達段階や特性等 を考慮 し、教 員 の適 切 な指

導の下 に、生徒 による自主的 、実践的 な活動が助長 され る」 よ うな配慮 が求 あ られて いる。

生徒の 自主性 を尊重す るため、で きる限 り生徒 に任せ ることも大切 な配慮 であ る。 しか し現

状で は、 まず停滞 した生徒会活動 を活性化 し、個 々の生徒 が自主 的に行動 で きるよ うにな る

ことが必要 とされ、そのたあの計画的 ・組織的 な指導体制 の確立 と、教員 の積極 的 な指導 ・

助言が求 め られているので はないだろ うか。 また、 この ような指導 は、生 徒達 にとって、 生

徒会活動 の 目標 を明確 に し、実践 してい く上での支え にな ると考 え られ る。

この よ うな ことを踏 まえて以下 のよ うな三っの提言を行いた い。

(1)指 導体制 の工夫

生徒会活動 の指導 は一般 に少数 の教員が担当 して行われ るが、担 当 は生徒への対応 や作

業 に追 われ ることが多 い。そのたあ担 当以外の教員 には指 導内容が伝わ りに くく、担 当以

外 の意見 や考 え も指導 に反 映 されに くく、共通理解 に基づい た組織的 な指導 を難 しく して

いる。

で きるだ け多 くの教 員が生徒会 を担 当 し、教員間で指導内容 を伝わ りやす くす ることで、

指導方針 や計画 の共通理解 を深 め、よ り計画的 で組織的 な指導 を行 うことが で きる。

(2)生 徒 への働 きかけの工夫

生徒会活動 の活性化 のためには、役員 ・委員 だけで はな く、多 くの生徒が生徒会活 動 に

対 して興味 ・関心 を持 て るよ うに活動 を計画 し、役員 ・委員以外の生徒 に積極的 に働 きか

ける ことが必要 であ る。内容 、時期 、方法 など活動の様々な面 を検討 し、生徒一人一 人 が

自主的 に活動 で きるよ う動機付 けるための工夫 は欠かせない。

また、活動 に参加 して得 た成就感 は、 よ り自主的、実践 的 な態度を生 徒 に育 む ことが で

きる。教員 には、多 くの生徒 が成就感が得 られ るよ うに指導 ・助言する配慮が求 め られる。

(3)生 徒 会組織運営 の工 夫

各校 の生徒会組織 には大 きな差 はないが、執行部 の選 出方法 な ど細部では異 なっている。

この違 いには、生徒会活動参加へ の動機付 けに寄与 し、活動を活性化 させるきっかけとな っ

て いる場合 も見 られ る。生徒 の意識や考え方の変化に応 じ、組織運営 を工夫 す ることで、

生徒会活動 を活性化 させ ることがで きる。 さ らに、生徒会 の呼び方 を もっと親 しみや す い

名前 に変更 した り、生徒会執行部 を解散 し、各種行事 の実行委員会 の集合体 に変 えて み る

など、従来 のイメー ジに とらわれ ない大胆 な改革 も視野 に入 れ る必要 があ る。
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ホ ーム ルーム活動 の実践事例

「友人への手紙」

(1)ね ら い

ア ンケー ト調査結果 を見 ると、生徒 の学校生活やホームルーム活動へ の満足度 は、1年

生 の1学 期末 の数値 が2年 生 では低下 してお り、その後 も横 ばい状態 であるとい う傾 向 が

うか がわれ る。A校 において も、 ほぼ同様 の ア ンケー ト調査結果 であ った。 こうした状況

を改善す るには、年間 のホームル ーム活動 を長期的 に見通 しっっ、1年 生の2学 期以 降 の

ホームルーム活動 を活性化す ることが、重要 である と考え る。

現在担当 して いる1年 生の ホームルームで も、1学 期 に生 徒相互の友人関係が生 まれ、

ホームル ーム集団 は安 定 したか に見受 けられた ものの、小集 団の間の交流 は薄 く、 ホ ーム

ルー ムと しての まとまりや行事 に対 す る取 り組み方 などはい ま一っ、 といった状 況で あ っ

た。 この実践を試 みたの は、2学 期 の文化祭 を前 に して、 こう した ホームルー ムの現状 を

改善 したい との思 いか らであ った。実践 の もとになったの は、入学 時に生徒 たちが書 い た

「これか らの私 の学校生活」 とい う作文であ る。 これを もとに、生 徒一 人一 人 が学 校生 活

へ の意欲 を新 たにす るとともに、相互 の理解や交流を深 め、ホ ームルー ムの一員 と しての

自覚 を高 めてい く中で、 自主的 ・実践的 な活動 に向か う土台 作 りをす る、 とい うのが この

実践 のね らいであ る。

なお、 この実践 は2学 期初 あの数回 のホームル ーム活動 の時間を使 い、文化祭 への取 り

組 み と並 行 して行 った ものであ る。

(2)内 容(対 象:1年 生)

以下 、実践 の経過 をた どりっっ、項 目に分 けて その内容 を記 す。

① 入学 時の生徒作文(「 これか らの私の学校生活」)を 生徒 に渡 して読 ませ、それにっ い

てのア ンケー ト調査 を行 うことで、入学時の各 自の思 いを確認 させ、併 せてその思 いの

実現度 にっいて考 えさせ る。(資 料1)資 料1ア ンケー ト調査 の文例

② 「友 人への手紙 」 親 しい友人 にあて

て手紙 を書 くとい う設定で、各 自の入

学時 の思 い、1学 期 を振 り返 って の反

省、新学期へ の抱負 などを書かせ る。

③ 「友人 への手紙 」 を 、筆者 名 は伏 せ

て ホームルーム内で回覧す る。その際、

感想や ア ドバイ ス、励 ま しの言葉 な ど

を、手紙を受 け取 った友人 にな ったっ

も りで短 いコメ ン トの形で記入 す るよ

う指導す る。 なお、 コメ ン ト者 に は自

分 の言葉 に責任を持っ意味 で、必 ず コ

メ ン ト者名を記 入 させ る。(資 料2)

④ 「返事 の手紙」 コメ ン トを添付 した

入学時の作文についてのアンケー ト 氏名(

1自 分の入学時の作文の内容を覚えていましたか。

()よ く覚 えていた()だ いたい覚 えていた

()少 しだけ覚えていた()忘 れていた

(

3こ れまでの中で 、入学時の抱負の実現度はどうですカ㌔

()ほ ぼ実現できている(

()少 しだけ実現できている()実 現できていない

)

2入 学時の作文の要点はどういうことでしたh㌔ 記入してください。

)

)半 分くらい実現できている

4次 のうち、自分としてほぼ満足できている(あ るいは、だいたいよく

参加できた)と 思 うものに○、そうでないものに△をつけて下さい。

()授 業の受け方()家 での勉強()ク ラブ活動

()委 員や係の仕事()日 直や掃除()友 人関係

()出 席状況()体 育祭()遠 足()球 技大会

※ これから、 「友人への手紙」 という題で 、入学時の思いや1学 期を振

り返っての反省、2学 期の抱負などを書いてもらいます.上 のアンケ
ー トをもとに して、親 しい友人にあてて書 くという設定で書いて下さ

い。なお、この作文は 、氏名を伏せてホームルームの何人かの人に饒

んでもらい、感想やアドバイスなどを、お互いに付け合う予定です。
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「友人 への手紙 」を、手紙を書 いた本人 ではない生徒

に配 り、「返事 の手紙」 とい う形 式 で、 自分 と同 じと

思 う所 、 自分 と違 うと思 う所 、感想 や ア ドバイス、 自

分 の これか らの抱負 な どについて書 かせ る。また その

際 、短 文の コメ ン トを参考 にす るよ う助言 す る。

⑤ 「返事 の手紙」 とコメ ン トを添 えた 「友人への手紙」

を本人 に返却 す る。次 に、 これ らを もとに して、一人

一人 に2学 期 の目標を立てさせる
。併せて2学 期のホー

ムルー ム目標 の案 を、一人一案提 出 させ る。

⑥ 各 自が提 出 したホ ームル ーム目標 案を もとに して、

2学 期 の ホームルー ム目標を、討議 によ り決定 す る。

⑦ ま とめ と して、「友入へ の手紙 」 とい う活 動 につ い

ての、自己評価 を行 わせ る。

(3)ま と め

資料2コ メ ン トの形式 図

r友人への手縦」について、コメン ト(感 想

やアドバイス ・励 ましの言葉など)を 書いて下

さい。時間は5分 ぐらい。5分 たったら次の人

に回すこと。どの文章も友人からの手紙だと考

えて下 さい.

コメ ン ト者 名 コ メ ン ト

入学時 の作文 の内容 につ いて は、「忘 れて いた」 と答 えた者が約4割 、「少 しだ け覚 え て

いた」者 が約5割 とい う状況であ った。 また、入学 時の抱負 の実現 度 にっ いて は、「少 し

だけ実現 で きてい る」 者 と、「実現で きていない」者 を合わせ ると約7割 で あ った。 した

が って 「友人 への手紙 」 とい う活動 は、生徒各 自が入学時 の思 いに立 ち返 り、 自己の 目標

を見定 め直す好 い機会 とな った と言 うことがで きよ う。

もちろん、作文へ の拒否反応 や、作文 を回覧す る ことへ の抵抗 がなか ったわけではない。

しか しなが ら、 ほとん どの生徒 が他 の生徒 の内面 に関心 を寄 せ、 コメ ン ト書 きや 「返事 の

手紙」 に真剣 に取 り組 んだ。その ことは、ま とめの 自己評価 にお いて 、 「コメ ン トや返 事

の手紙 に真剣 に取 り組 めたか」 とい う問に対 して、「よ くで きた」、「だ いたいよ くで きた」

を合 わせ ると約9割 であ った ことや、「コメ ン トや返事の手紙 は参考 にな ったか」 とい う

問 に対 して は、「とて も参考 にな った」、「参考 にな った」を合 わ せて 約9割 で あ った こ と

によ く表 れてい る。

また、生徒一人一人 が2学 期 の自己の 目標 を定 あると合わせて、討議 により決定 したホー

ムルーム 目標 は 「協力 と団結 」であ った。 自己を知 り、互 いの心 を通 わせ る指導 を工 夫す

る ことが、集団 の一員 と しての 自覚 を高 め ることにっなが ることを認識 した。

こうした実践 と並行 して、文化祭 への取 り組 みを進 めたのだが、その指導 に当たっては、

「一人一 役」 とい うことを心掛 けた。 中心 メ ンバ ーが意欲的で あ った こと もあ るが 、準 備

段階 において も当 日の活動 において も、ホームルー ムの一人一人 が参加 し、結果 と して展

示部門 で賞 を とることがで きた。それに もま して担任 として喜 ば しか った ことは、生徒 達

の中 に自主的 に活動す る気運 が芽生 え、ホームルーム として のま とま りが生 じて きた こと

で ある。生徒相互 の理解 や交流 を深 あ、集団 の一員 として の自覚 を高 あた ことが、協力 し

て活動 しよ うとす る雰 囲気 や、自主的、実践的 な態度 を生んだ のではないか と考 え る。

今後 も、適切 な機会 を とらえて、集団 の一員 と して の自覚 を高 め るための指導 を工夫 す

る ことによ り、生徒 の自主性 を引 き出 しっっ、 ホームルーム活動 をよ り豊 かな もの に して

いきたい。
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2「 演劇祭 の台本選び」

(1)ね ら い

現在担 当 して いるホームルーム(B校 定 時制)で は、2年 生 になって学校へ の興味 や関

心が薄れ、 出席 と欠席 とを繰 り返す生徒が増 えた。 この点 につ いて は、2年 生 になる と学

校生活や ホームルーム活動 に対す る満足度 が低下 し、逆に不満が高 まるとい う先のア ンケー

ト調査結果 と一致す る。 また、多 くの生徒 は煩わ しいと感 じることは極力避 けよ うとす る

傾向が あ り、 ク ラスメイ トとの関係 さえ も結 ぼ うと しないなど人間関係の希薄 さも目立っ。

そ こで、学校行事 と して2月 に予定 されている演劇祭 に向 け、生徒全員の話 し合 い によ

る台本選 びを行 うことによって、 自主的 に演劇祭 に取 り組 もうとす る姿勢を引 き出 しっっ、

ホームル ームの一員 と しての 自覚 を高 め ることをね らいと した。

(2)内 容 表1台 本選 びの経過 と演劇祭 までの予定

上 記のね らいを達成す るための具体 的 な

指導 内容 は次 の通 りで ある。

① 計画段階か ら生徒を参加 させ ることに

よ り、 自分 たちが ホームルーム活動 の主

役で あるとい う意識を もたせ る。

② 全体 目標、個人の努力 目標を設 定す る

ことによ り、 自主的、実践的 にかかわ っ

て いこ うとす る姿勢を養 う。

③ グル ープ活動を通 して、各 自の義 務 と

責 任を果 たす必要性 や協力す ることの大

切 さを 自覚 させ る。

④ 全員が参加 し決定することにより、ホー

ムル ームの一員 と しての 自覚 を高 め、 目

標 に向か って意 欲的 に取 り組 もうとす る

態度 を養 う。

9/5(J])

9/8(木)

9,t9(金)

9'M〔 水)

・12/初

・12'`1聖

・T!末

ホー ムルー ム委員 との計 剛作成

ホー ムルー ム委輿に よるグル ープ福 成の原 案伽 茂

ホー ムルー ム委貝によ る今後の活動,li画 の説11」)

グル ープ編 成 とii".1,ts」の決 疋

ホームル ーム委員 ・貰任 者との話 し合いGI画 の確認)

演劇 祭の1二1標の鈷 し合い ・決疋

個 人の努 力口標の設定

台本選 び開始

賀任 昔との話 し合い〔進 度の チ ェ ソク、問 題点 の点倹

演劇祭 の 口標 ・個人の努 力ll標 の再確認

グループ評燗 の話 し含い

すべて の台本評 価終 『

台 本の決定

台 本選 びに関す る評価 と反 省

今後 の予定 の確認

台本 の乎直 し完了 ・台本 完成

配 役決定

大 道具 ・小道 具完 成

演劇 祭

1鉤剴祭へ のJ{1り紺 み全体 に対す る溺「価 と反 省

生 徒に対 して は1学 期 より 「自分 たちの手で演劇祭をっ くり、成功 させ よ う」 とい うこ

とを常 に強調 して きた。2学 期 当初 、ホームルーム委員3名 と担任 とで台本選 びの計 画 に

っいて数 回話 し合いの場を もち、生徒 とと もに計画を作成 した。以下 はその計画 に基 づ い

た実践 内容であ る。

① 全体 の計画 と活動 内容 の説明

ホー ムル ーム委員 の説 明によ って活動内容を理解 させた。

② グループ編成 と責 任者 の決定

ホー ムル ーム委員 が生徒 の状況 をよ く考え、5名 ずっの3グ ル ープに編成 した。

③ 演劇 祭の 目標決定

グループ内での話 し合いの結果 を発表 し合 い、全体の場 で決定 した。全体 で の話 し合

い は余 り活発 に行 われた とは言 い難 いが、「お もしろい演劇 を最後 まで楽 し くみん なで

頑張 ろ う」 とい うことで意見 が一致 した。
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④ 各 自の努力 目標 の設定

例を挙 げると、「役 にな りきる」「自分 を高 ある」「みんな と協力す る」「自分 も楽 しむ」

「主役 にな る」「台本 を一生 けんめい読 む」などで あった。言葉を額面 どお りには受 け取

れ ない面 もあるが、全体 として はや る気 の見 え る目標が多か った。

⑤ 台本 の評価

全員が必ず全ての台本 に目を通す とい う条件

の もと、各 自が読ん だ感想 を もとにグル ープ評

価 を行 い、結果 を担任 に提 出す るとい うことに

した。台本 は担任 の ほうで用意 したが、同時 に

生徒 か らも募 ることに した。1本 目は練習 の意

味 も込 めて全員一緒 に読 んで評価 し、2～4本

目は各 グループ ごとに読 み、評価 し終わ った ら

次 の グループに回 す ことに した。5～6本 目 は

全体 で同時に行 った。(結 果 は表2参 照)

⑥ 台本 の決定

評価 を もとに話 し合 った結果 「パ ーマ退学 事

件』 に決 まった。多 くの生徒 は身近 な題材 に強

い興味 ・関心を抱 いて いることが分 か った。

⑦ 評価 と反省

ほとん どの生徒が 自分 たちで台本 を選 んだ こ

とに満足感 を示 し、約7割 の生徒が演劇祭へ の

意 欲が高 ま った と感 じている。一方で 「協力関

係が もう一歩」「仕 事 の関係 で6本 の台本 は時

間的 にきっ か った」 な どの声 もあった。

(3)ま と め

資料3台 本の グループ評価表

台本の グループ酵価凝
グループ

繭し合いの日時 月 日 時問 目`何 時頃》

出席占 欠席蓋_

… 「]

クル ーブ の メンバ ーの 評 価 を検 封Lな が ら

グルー プ とLて の 評価 を1～5で 記 入す る 。

① 詰のわか りやすさ

② 劇のイメージ

③ 詰の内容に紺する興味

④ 再胱 してみたい気婚

〔原作を読んでみたい気待)

⑤ クラス発環の台本としての適性

グループ内で出た意 見や惑想などを幽いておいてください。

[=

表2グ ループの評価結果(5段 階評価)
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演劇祭 までの長期 にわた る指導 の うち、台本選 び までの成果 として は、次 の よ うな こ と

が言 える。①台本選 び とい う具体的 な目標 を持たせ ることに より、学校生活 に張 りができ、

常時出席す る生徒 が確実 に増 えた こと。②全員が参加す ることで 「演劇 祭 は自分 たちの手

で」 とい う自主的 な態度 が芽生 えて きた こと。そ して、何人 かの生徒 の間で は自分 た ちで

台本 を創作 しよ うとい う気運 も生 まれ た。③当初 グループ活動が スムースにいか なか った

ことで、逆 に各 自が責任 を感 じ、協力 の必要性を 自覚で きた こと。例えば、仕事 の都 合 で

授業 には出席 で きな くて も放課後 に台本だ け取 りに登校 した り、話 し合いの 日には出席 者

が増 えた り、障害 のあ る生徒 を フォロー した りというように、 自分 の責任 を果 たそ うとす

る努力 や協力 す る姿 が随所 に見 られた ことなどであ る。

当初 の計画 がやや窮屈 だ ったため、途中で若干の修正 を要 したが、 自分 たちの手 で 台本

を選 んだ とい う成就感 と演劇祭 に対 して高 まって きた意欲 を大 切に しなが ら、今後の指 導

を通 してホー ムルームの一員 としての自覚 をさ らに高め させてい きたい。
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3「 ホームルーム行事」

(1)ね ら い

C校 の場合、先 のア ンケー ト調査結果 か ら、2年 生 のホームルーム活動への満足度 の落

ち込 みは、他校以上で ある ことが分か った。3年 生 にな って ある程度回復す るとはい うも

の の、卒業 を前 に改 めて ホームル ームの一 員 としての自覚を高 め、C校 の生徒で良か った

とい う思 いを感 じさせ たいと.考えた。

(2)内 容

今回取 り組んだ 「ホームル ーム行事」 は、高校生活の締 めくくりとしてさ らにホームルー

ム活動を充実 させ ることを 目的 と した 「ホームルーム独 自の取 り組み」であ る。担任 と し

て4月 当初 よ り 「ホームルーム行事」 に取 り組 ませ たいと考えてい たが、5月 に文化 祭 の

企画が 「縁 日」 に決定 した時点で指導計画 のア ウ トライ ンを決め、文化祭後 に取 り組 む こ

とに した。「縁 日」 は どうして もグループ ごとの取 り組 みにな りが ちで、 ホー ムル ー ム全

体 の取 り組 みに な りに くく、形 として何 かを残す ことがで きに くいか らであ る。

「ホームルーム行事」 を行 うためには、 まず文化祭 の取 り組 み を しっか り見直 させ、 生

徒 自身の課題 意識 を高 め させ ることが必要 と考え た。この時点で生徒 自身が設定 した 「ホー

ムル ーム行事 」の 目的 は、以下 の二っで あ る。

・ホームル ーム全体 で一 っの ことに取 り組 む。

・ホームル ームで何か形 にな るものを残 す。

また、 ホームルーム独 自の取 り組 みであ ったため、「どうして 自分達 ば か りが…」 とい

う意識が生 まれ ぬよ う、 日程 は学校 や学年 のペースに合わせ無理 な く設定 した。

下記 の表 は文化祭か ら 「ホームルーム行事」 までの過程を示 した ものであ る。

表3実 践経過

期 間 取 り 組 み 備

10/9～10/10文 化祭 ホームル ーム企画r縁 副

(金)(土) 教室を神社の境内にみたてて駄菓子屋等を出

10/14(水)文 化祭 アンケー ト調査l

ll/1。(水)ア.ケ.ト 髄 結果のまとめi雄 の意見で印象畷,て いるもの3つ をか

1↓

教室後ろに掲示

11/17(水)ま とめの掲示を見て今後のホームルーム行事の 目標を検討 ・縁 日は店 ごとで はまとまったが、ホームルー

った感 じが しない。 ↓

11/24(水)

12/1(水)

12/8～12/13

(月)(水)

1/12(水)

1/14・1/16

(金)(火)

1/19(水)

1/26(水)

3/4(金)

3/5(土)

考

1

ホームルーム全体でひ とつの事に取 り組 む

1・ 一日で壊 して しまって何 も残 らなか ったのが寂 しい。

1↓

iホ ームルームで何か形 にな るものを残す

案と して提出 された取 り組みを分類 ①校 内編 ③制作編(全 体)

可能な内容の 日程等を全体で話 し合い、担 当 したい内容を選 ②校外編 ④制作編(個 人)

んでグル　プをイケリへさらに　　のな　i
l

l担当ごとのホームルームへ向けての希望調査'担 当間の調鰍 日程等謹
期末考査i最 終日 スポーツ大会実施(① 校内編)

③制作編(全 体)の テーマ・大きさ検討 美術科の協力あり

③制作編(全 体)に ついて代表者会議

グループごとの③ 制作編(全 体)作 業開始1下 絵の作成、及び作業 日程の調整

グループごとの作業1通 常登校最終LHR

lホ ームルームに関する一年 間の まとめの アンケ ー ト調査実施 最終LHR(そ の 日の夕刻、全体制作の展示)

i卒 業式
ヨ

i

1
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「ホ ー ム ル ー ム行 事 」 の指 導 の 際 、 心 掛 けた ご と は次 の4点 で あ った 。

・ホ ー ムル ー ムの一 員 と して の 自覚 に欠 け る生 徒 達 に、 卒 業 を前 に この ホ ー ムル ー ム に

所 属 して 良 か った と い う思 い を 感 じさせ る。

・ホ ー ムル ー ム と して 、 文 化 祭 で成 し得 な か った こ とに挑 戦 す る とい う意 図 で 行 事 に取

り組 ませ る。

・ホー ムル ーム の全 員 に、 一 度 は行 事 企 画 の中心 的 ス タ ッフ と して活 躍 で きる場 を与 え る。

・残 り少 な い ロ ング ホ ー ム ル ー ム(LHR)や シ ョー トホ ー ムル ーム(SHR)の 時間 を ホー

ムル ー ム と い う単 位 で 有 意 義 に過 ご させ る。

(3)ま と め

「ホームル ー ム行 事 」 と して何 を取

り上 げるか は、 それぞれ のホームル ー

ムが抱え る状況や実態 に添 って選択 す

べ き もので ある。 ここで は例 として ス

ポーッ大会 と 『タイル モザイク』制 作

を挙 げた。

長期的 な取 り組 みで はあ ったが徐 々

に帰 りを急 ぐ生徒の数 も減 り、 約10㎏

に もなって しま ったタイルモザイ クを

家 に持 って帰 って飾 りたい とい う生 徒

が現れ るなど自主的 な取 り組 み とな っ

て い った。 タイルモザ イクのよ うに普

段敬遠 され がちで手間 のかか ることに

取 り組 ませ る ことは、最後 までや り遂

げる粘 り強 さ と成 し遂 げた後 の充実 感

を学 ばせ る絶好 の機会 といえよ う。

全員 に必 ず一 度 は 自分 の ホ ー ム ル

ームのための行事 を企画 、計画 、準備

し最後 まで や り遂 げさせ ることがで き

たのは、 この実践 の成果 の一 っであ っ

た。

また、 ホームルーム独 自の取 り組 み

で ある とはいえ、学校全体 との調整、

協力が必要 である ことを知 り得 た点 も

成果 といえよ う。

【生徒 の意見 よ り】

表4「 ホ ー ムル ー ム行 事 」

スポーツ大会 タイルモザイ ク

日程 ・期間 12/13(月)

二学期期宋考査最終 日

】/19(水)～3/4(金)

場 所 本校グラウ ンド・体育館 作業 教室

展示場所 職員用玄関

内 容 午前

男 女混合2BALLSサ ッカー

午後

バ ドミン トンダブルス

厚 さ5㎜ のベニヤ板

450闘Xl350鳳4枚

春夏秋冬をタイルによるモザ

イクで表現

参加状況 全 員参加

サッカーは男女混合のため

初め は照れていたがボールが

二っのためそれな りに楽 しめ

る。バ ドミン トンは思い もか

けぬ コンビの力に驚かされ決

勝戦はかな りの盛 り上がりを

見せた。

全員参加

計画逓りに毎 日時間を決め

て、 コツコツと取 り組む グル

ープ、後 半になってや っとス

パー トするグループ等様 々、

いずれ も弁 当持参の井戸端会

議的作業。 タイルの割れ口に

よる生傷が絶えなか った。

留意点 体育科への用具借用手続き

部活動他との施設使用打ち合

わせ必要

壁掛け作業の困難さ

(美術や主事の方の協力)

他 の ホ ー ム ル ー ム に は な い この組 だ けの 楽 しい思 い出 が で き たん じゃない か と思 い ます 。

タ イ ル モ ザ イ クは け っ こ う嫌 われ て い たわ りに はみ ん な楽 しそ うにや って い た し、作 品 の

うま いへ た は と もか く 「ホームルーム行 事 」 は大 成 功 と い って よ い ので は な い で し ょ うか 。
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4「 年 間を通 してのボー一ムルーム活動」

(1)ね ら い

年間及 び学期 ごとの目標を定 めて、ホー ムルーム活動 の長期的 な展望を持 たせ ると と も

に、学級通信や学級新聞 を中心 と した継続 的な指導 によ り自主的、実践的な態度を育 てる。

② 内 容

D校2年 生 のホームルーム活動 にお ける年間及 び各学期 の目標 と実践内容、及 び指 導 の

工 夫 と して行 った学級通信、学級新聞の内容 を以下 の表5に 示す。

表5年 間 を通 したホームルーム活動 の実践事例

1 目 標 実 践 し た こ と 学級通信(担 任作成)、 学級新聞(生 徒作成)の 内容

年 間 自主的に学習や活動をし、社会に目を向け、将 ○学級通信により、担任の考えを生徒に伝 学級通信の主な内容

来に向かい力強 く生 きていくカを身につける。 え る。 ①4/8年 間目標、係の仕事、担任紹介

○貴任ある行動をとる。 ○日直に新聞を読ませ、感想を書かせる。 ②4/13毎 日の反省 と努力、チャイム着席、仕事への責任感

「○互いを思いやり優しい人になる。
30何 事にも全力でぶっかりファイ トを燃やす。

○生徒に学級新聞を発行させる(月1回)

○学習の計画を立てさせる。

③4,'2五 新聞を日直に読んでもらい感想を書いてもらうことにっいて

、④4!24特 別講座(必 修 クラブ)、 体育祭の準備、鎌倉遠足、保護者会の報告

P麟 を大切にし・予習囎 をする・
i⑤5/15遠 足を終えて、中間考査1週 間前

⑥5「「25中間考査を終え学習の再検討、体育祭、文化祭、修学旅行の目標設定

1学 期1学 習意欲を高める工夫をする。 ○昨日の反省と本日の計画を毎日全員に書 ⑦6∫5体 青祭を終えて(活 躍した生徒の記録発表、担任の所慈)

毎日、自宅学習(予 習、復習)を する。 かせ、綴 じさせる。 ㊨6〆「19文化祭は教室劇7べ うだ しちょんま」に決定。主題となっている百姓

1学 校生活全般に意欲を持っ。係身担
の仕事の内容を明確にする。

○文化祭の準備に取り組ませる。

○個人面談(生 徒全員)を 行 う、

一揆の説明、修学旅行、戦争の悲憐さについて

「ベ トナム戦争」、 「カンボジアの現状」

夏休み 自主的に学習する、 03者 面談または父母面談(全 員)を 行 う ⑪7/20英 数国の実カア ップが夏の課題(夏 休みの目棲設定〉

将来の進路について考える。 ○各係 ごとに文化祭の準備をさせる。 夏休みの宿題確認、補習(英 ・数)の 確認、進路の方向を決定 しよう

1文化祭の準備を行 う・ 文化祭を成功させよう(夏 休み中の各係 りの活勤計画の発表)
2学 期に向けて、目様の股定、具体的に何をするか

2学 期 …協力と団結をする, ○文化祭に向け、当日まで毎B準 備させる

⑪9/1

⑫10!23文 化祭を終えて(最 優秀賞獲得、若さとカが感 じられ協力できた)

文化祭を成功させ、自信をつける。 ○修学旅行の準備をさせる。 進路に向けて(目 標の設定、心構え、選択科目のとりかた)

1協力 し、ホームルーム全体が一丸となって物事 ○進路の方向を決定させる(個 人面談〉、 修学旅行に向けて(事 前学習、注意すべきこと)

iに取 り組めるようにする。 (3年 時の選択科目の決定) ⑬12〆13冬 休み中の補習計画の確認、進路に向けての学習、3年 自由選択科目
1 の説明、現3年 生進路決定状洗(主 に推薦)!

3学聖}的 に学習やその他の灘 できるようにす

唱

○ホームルーム活動の計画か ら実践まです
べてを生徒にや らせる。

⑭r83学 期の目標、3学 期に行 うこと

⑮31101年 間を振 り返 って、これだけは言っておきたいこと
.一

来年度 大きな希望をもち最後 まであきらめず、能力の 03年 生 になって も自主的、実践的な態度 学級新聞の主な内容(生 徒、新聞係を中心に、各班で作成)

に向け .向上をめざし、毎日学習する。 で、学校生活に取り組み、体青祭、文化 ①鐙8鎌 倉遼足、新聞発行にっいて、新聞の名前募集

て1礼 儀正 しく、積極的に発言 し、行動する。i

思いやりを持ち、困 っている人を助け、喜びを

祭等で活躍するとともに、進路に向けて
の学習にも意欲的に取り組み大きな成果

②5,6オ ゾン層 とフロンガス、鎌倉遠足、ホームルーム考察(インタビュー)

③5/30中 聞考査を終えて(感 想をインタビュー〉、文化祭、 ヒロシマ、体青祭

1分かち合うようにする。 をあげた。 ④7/1考 査のポイント、インターハイ2名 出場、核戦争、修学旅行1
⑤エレ10修 学旅行を終えて、芸術艦賞教室感想、今後の学級新聞にっいて

⑥12〆1潮 末考査のポイント、崩壊す るヤルタ体制 ・

⑦1/20Fight一 発マラソン大会、ホームルームで英語小テス ト実施
バレンタインデー、衆議院解倣と選挙にっいて

ホー ムル ーム活動 の年 間 目標 は、「自主的 に学習や活動 を し、 社会 に目を 向 け、 将来 に

向かい力強 く生 きてい く力 を身 にっ ける」 と した。 また、各学期 の 目標 は、1学 期 は 「学

習意 欲の向上 」、2学 期 は 「協力 と団結 」、3学 期 は 「自主 的な活動」 とした。

1学 期 に生徒 は意欲 的に学習 にす るよ うになったが、互 いに ライバル意識 を持 ち、牽 制

し合 う傾 向がみ られた。2学 期 の文化祭の成功 により、生徒 は協力 して活動 す ることの喜

びを知 り、困難 に立 ち向か う力 を得 た。3学 期 は生徒 の自主性が高 まり、 ロングホームルー

ムの企画を 自分達 で話 し合い、実践 できるよ うになった。

(3)ま と め

生 徒 は各教科の学力の向上 とともに人間 と しての成長 を望 んでい る。学 習への取 り組 み

を土 台 と して、文化祭 などの生徒 の興味 ・関心が高 い行事へ取 り組 ませ、協 力や信頼 の喜

びを実感 させ ることがで きた。そ して、生徒 は学習や行事への取 り組 みか ら、困難 に立 ち

向か う力 を得て、学習を は じあ学校生活全般 に自主的 に取 り組む よ うに なった。

また、 ホームル ーム担任の発 行 した学級通信や生徒が発行 した学級新聞 は、人間 と して

の成長 を望 む生徒の心 に訴えてい く手段 として有効で あった。年間を通 した長期的 ・継続

的な ホームルーム活動 を進め る上 で も大 きな役割 を果 た した。
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V生 徒会活動の実践事例

1生 徒 会選挙の工夫

(1)ね ら い

生 徒会活動 に対 して積極的 な姿 勢を持 てないままにいる生徒 に、生徒会活動 の基本 と も

な る生 徒会選挙 に少 しで も主体的に参加 、行動 で きるよ うにと、選挙方法の工夫 を試みた。

E校 で は、年 に一度行われ る生徒会選挙 が、近年、前年度 の執行部 の2年 生副会長 が会

長候 補 になるのが通例 にな って いた。従 って対立候補 などが現 れに くく、関心 のない一般

生徒 達 は、立会 い演説会 に対す る期待感や興味 も薄 れ、参加 の姿勢 も当然好 ま しくな い状

況 に なって しま う。候補者 の演説後 も関心を持 っ様子 はな く、教室 で信任投票 をす るだ け

にな って しま う、 と い 。た形 で あ 。 た。 ＼

そ こで、少 しで も一般生徒 の生徒会活動 に対 す る自主的、実践的 な態度 を育 てよ う と考

え、 自 らの足で投票所 に向か い投票を行な うとい った選挙 の疑似体験 もできる方法 を導 入

す ることに した。 また、新 しい選挙方法を取 り入れ ることによ って生徒会執行部 その もの

が活性 化す る こと もね らい とした。

② 内 容

投 票内容 の変更 をす るために市政 レベルの選 挙方法 を市役所 に尋 ね、校 内で利 用で きる

部分 を採用 した。従来 の選挙公示期間 も延長 し、選挙運動 中 も候補者1人 につ き模造 紙1

枚分 のポス ターを掲示 した り、昼休 みに選挙放送を流 した りと、積極的 な選挙活動 を行 な

うよ うに した。

立会 い演説会 も、体育館 で壇上か ら演説す るので は、一方 通行的な感覚 が あるとい う こ

とで、屋上 を利用 した。屋上 は、体育館 よ り狭 く、候補者 を と りま くよ うな整 列をす る こ

とによ って、候補者 と一般生徒 がよ り身近 な感覚 を持っ ことがで きるよ うに配慮 した。

さ らに、9月 とい う時期 か ら興味 の薄れが ちな3年 生 や、事情を余 り把 握で きず に いる

1年 生 に対 し、積極的 な姿勢 で参加 で きるよ

うに、応援演説等 に も工夫 がなされた。

ア 投票方法

① 立会 い演説会終 了後 、各 ホームル ーム

にて個人名 の入 った投票用 引換券 を配 布

す る。

② 校 内に設 けたニ ケ所 の投票所 に行 く。

③ 名簿 と照会 し、投票用紙が渡 される。

④ 投票用紙 に必要事項 を記入 し、投票。

イ 実践経過

9月7日

9月8日

9月9日

定例役員会 で、選挙方法 の見直 しにっいての案が承認 され る。

選挙管理委員会招集 、公示期間の延長 、投票方法 の変更 、立会 い演説 会会 場

の変更、選挙運動 の制限 の見直 しにっ いて承認 され る。

生徒会長及 び校内選管委員長で市役所訪 問、一般選挙 の仕 組みを尋 ね る。
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9月12日 生徒会選挙公示

9月22日 ～25日 文化祭

9月27日 ～10月6日 昼休み に選挙放送 を行 な う。

10月5日

10月6日

10月7日

10月12日

立会 い演説会(5、6時 間 目)終 了後投票開始(投 票1日 目)

投票終了(第2日 目)、 放課後開票作業開始

選挙結果公表

生徒総会 、所信表 明演説

(3)め

文化祭 が終 わ って間 もな くの時期 であったが、掲示物 や放 送を活用す ることによって校

内は 日増 しに生徒会選挙 が近 いのだ とい う雰囲気 にな ってい った。投票 す るか ど うか は生

徒一入一 人の意志 にまか されたが、投票率 は当初選挙管理委員会 が予想 して いた もの を は

るかに越 え、約75%に 昇 った。 この投票率 は、生徒会執行部 に とって今後 の さまざま な取

り組 みに対 して一般生徒 とともに積極的 に活動 してい くことの出発点 とな った。また、 今

まで校外 に出て活動す ることが少 なか った生徒会執部 も準備段階 において市役所 で情 報 を

得 るなど、新鮮 な経験 を得 ることがで きた。有権者 であ る一般生徒 は、 自 らの1票 が確実

に力 になる ことを認識 で きたよ うだ。それ によ って今後 の生徒会活動 に対 し、期待感 や、

協調性が生 まれて くるばか りで な く、 自主 的、実践的 な態度 の育成 に影響 を大 き く与 え る

ことが できた と考 える。

2生 徒会指導 の体制の工夫

(1)指 導担 当者 の増員

生徒会活動で は、生徒 の身近な事柄 を取 り上 げ ることや生徒 の参加意識 を育 て ること も

大切で ある。生徒会行事や各種委 員会の活動 が多 くの生徒の 目にみえ、活動や その成 果 が

はっき りして いる ことが 「集団の一員 としての自覚 を高 め、 自主性、実践的 な態度 を育 て

る」 ことにっ なが って い くので はないか。そのためには、生徒会指導が一部の教員が担 当

す る もので はな く、全教職員 の協力 の もとに進 あ られて い くものであ るとい う共通理解 が

求 め られ る。

F校 定時制 で は、生 徒会執行部 の指導 は、2人 の教員 で行 う体制 であ った。担 当の2人

以外 には、生徒会執行部 の活動 と指導の内容が よ くわか らない とい う状況 で、生 徒会指 導

は ごく一部 の教員 が担 当すればよ く、教員がその指導 にあま り立 ち入 るべ きで はな い とい

う雰囲気 が生 まれていた。

そ こで指導 の教員 を倍 の4名 に増やす ことに した。 これは定時制 の教職員 の人数 を考 え

る とかな り大変 な ことであ った。 しか し担当を増 やす ことで、①年間 を見通 した指導 方 針

と指導計画 の作成が容易 にな り、②生徒の指導 と活動 に も多 くの時間をかけることができ、

③委員会指導 の担 当者 やホームルーム担当 との連携 も以前 よ りスムースにな り、相互 を関

連 させ た指導 が可能 にな った。 また、行事 の後にはア ンケー ト調査 を行い、それをまとめ、

担当者 の コメ ン トを加 え配布 した。 これは生徒会 の在 り方や指導 の在 り方 につ いての考 え

の違 いが あって も指導 は一致 して い くとい うことに有効で あ り、共通理解 のっ み重 ね に も

な って いった。
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(2)年 間計画の作成

生徒会活動 や生徒会活動 に対す る指 導を スムースに進 あ るために は、 よ く練 られ た年間

計画が不可欠 となる。以下 は一つのモデルパ ター ンであ る。

表中、実線 は準備期間か ら行事が終 了す るまでの期間 を示 してい る。 また破 線 は、一定

の期間継続 して行 うものを示 して いる。「年間行事」 において は、 全 日制 普通 科 の お おか

たの高校で行われて いると思われ る行事を掲載 した。生徒会活動 の内訳 で、「執行部 関係 」

は、生徒会執行部が ほぼ単独で計画、実行す る行事等 を記 してい る。 そ して 「委員会 ・実

行委 員会関係」で は、委員会組織が中心 となって運 営 され る行事 を示 して いる。

こ うしてみ ると、委員会 や実行委員会 に仕事を分散す ることによ って執行部 自体 の繁雑

さ もか な り解消 されて くる。多 くの生徒 に委員会活動の中で行事 な どに関わ る機会 を与 え

られ るよ うにな り、委員会活動 自体 も活性化 され る。時期 的 に行事及 びその準備 が多 少重

複 して も、十分 にその 目的 を遂行で きる等の利点が生 まれて くる。指導担 当となる教 員 の

負担 も分散 されて い く。 さ らに、 日々の シ ョー トホームル ーム等で各委員会か らの報 告 を

行 うといったことで、集団 の一員 と しての 自覚 も高 まり自主 的 な態度 も芽生え る。生 徒 会

活動のみ な らず、 ホームルーム活動の活性 化 に も良い影響 を及ぼす と考 え られ る。

行事の精選 の中で、現在 の行事計画の ど こに無理が あるのか、 どの よ うな改善 をす れば

良 いのかを検証す るに も、貴重 な資料 になると考え る。 また、新た な行事 に取 り組 む際 に

も、 こうした年間計画 を利用 し検討す ると、無理 な く有効 な行事を設定す ることがで きる。

表6年 間行事計画例
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3卒 業式 に向けた委員会活動の工夫

(1)ね ら い

先 の提言の中で、生徒会 ・委員会活動 を活性化す るためには、生 徒の興味 ・関心 を高 め

る指導の工夫が必要で あることを述 べた。

G校 で は、3年 生の9月 を過 ぎると、半数以上の生徒の進路が決定 して しま うため、 学

校 生活 に対す る意欲を失 い、遅刻 ・欠席が増 えた り、学業不振 に陥 る生徒 が増加 す る こと

が例年の問題の一っ となっていた。そ こで 、9月 以降、3年 生の最 大の関心事 にな って い

く 「卒業」 に着 目 し、生徒に もう一度卒業 の意味を考 え直 させ るとともに、卒業 に向 けて

G校 の一員 と しての 自覚を高 め、最後 まで意欲的 に学 校生活を送 らせ ることをね らい と し

て、 ホームル ーム委員会を中心 として 「卒業式」 に取 り組 ませ ることに した。

学 年担任団の ホームルー ム委員会 の指導方針 は、以下の三 点であ る。

① 生徒が高校 三年間を振 り返 り、自己の成長 を自覚 し、 自信を持 って巣立 って い くたあ

の機会 とす る。

② 生徒、保護 者、教 職員の三者 が、生徒 の成長を喜 び、その ことを素直 に、 なおか っ最

大 限 に表現 で きる企画 とす る。

③ 卒業式 をで きる限 り生徒 自 らの企画参加 によって作 り上 げる もの とす る。

(2)委 員会の組織

G校 にお ける卒業式 は、従来 よ り、前年度 の内容を踏襲す る形で行われていた。 その た

め、卒業式の取 り組み に当た っては、G校 の良 き伝統を失わ ないこと、儀式 的行 事 と して

のね らいを損 なわな いことが条件 となる。 ホームルーム委員会で は、 いか に生 徒の企 画 を

卒業式 の中 に取 り入れてい くか とい うことにっ いて、あ らか じめ十 分 に検討 し、その 内容

に応 じて、以下 の専門委員会 を設置す ることに した。

① 企画委員会 …会場配置 、入退場 の方法、証書授与 の方法 、 コサー ジュ作 り、記念 品 の

選定 な ど。

② 答辞委員会 …答辞 の内容 、発表 の方法 など。

③ 合 唱委員会 …曲目 ・曲数 の検討、指揮者 ・伴奏者 の選定 、歌唱指導 な ど。

専 門委員会 は、新 たに各 ホームルームよ り有志 を募 って組織 し、それぞれの企 画 に関す

る原案 の作成 と実際 の準備 を行 う機関 と した。 また、ホー ムルー ム委員会 は、各 専門委 員

会 の作成 した原案 をホームルームに持 ち帰 り、検討 ・議決 す る機関 として位置付 けた。 こ

のよ うな体制 を組織 したのは、ホームルーム委員会 の中だけで卒業式 に向 けた活 動を 行 う

ので はな く、広 く学年全体 に卒業式 の取 り組みに対す る意識 を広 げよ うというね らいがあっ

たか らであ る。教員側 の体制 は、4月 よりホームルー ム委員 会の指導 に当た って きた教 員

はそのま まに、それ以外 の担任団全員 は、分担 して各委員会 の活動 を指導す る形を取 った。

(3)活 動 の内容

専 門委員会 では、それぞれの企画 にっいて、週 に1～2回 のペースで会合 を開 き、1月

上旬 までに原案 を完成 させ、 ホームルーム委員会での検討 を経 て、各ホー ムルー ムの承 認

を受 けた。その後 の専門委員会 の活動 は、3月 の卒業式直前 まで続 いたが、活動 内容 を ま

とあ ると表7の よ うにな る。
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また、委員会活動 のね らいを達成す るため1どく以下 の点 に心掛 けた。

① 卒業式 の内容 に関 す るア ンケー ト調査や、答辞 の文章の公募 などを実施することにょっ

て 、多 くの生徒 に関心 を持 たせ、意見を反映で きるよ うに した。また、委 員会だ よ りな

どを発行 し、現在 、その委員会が どのよ うな活動 に携 わ ってい るのかを各 ホームル ーム

で報告 す るよ うに した。

② 会場配 置の大幅 な変更 な ど、教員 の理解を得 なければな らない内容 が多 く含 まれ て い

るため、実現 の可能性 や意義 を明確 にす ることを常 に意識 し、説得力の ある計画 を立 て

るよ うに した。

③ 保護 者 と担任 団の交流昼食会 を実施 す るなど、PTAと の連携 を密 に取 り、今回 の卒業

式 に向 けた活動 に対 して理解 と協 力が得 られるよ うに努 めた。

(4)ま と め

委 員会の生徒達 は、当初の 目標 の達成を 目指 して、卒業式 の直前 まで前 向きに活動 を続

けていた。他の生徒の中 に も、委 員会 に積極的 に意見 を寄せ た り、途 中か ら委員会 の一 員

と して活 動 に参加す る ものが現れ るな ど、よ り多 くの生徒が、 自主的 に活動 に取 り組 む よ

うにな った。 また、今回 の取 り組みを通 じて、自己の高校三年間 を見つ め直 し、あ らため

てG校 の一員で あるとい う思 いを強め た もの も少 な くなか ったよ うである。時期 に応 じ、

生徒 の関心 の深 い事柄を委員会活動 に取 り入れ、実践 してい くことが、委員会活動 の活性

化 に効果を発揮 したと言 えるので はな いだ ろうか。今回 の実践 は、卒業式 に向けた3年 生

の委 員会活動 とい う、学年 の中での限 られ た活動 で はあ ったが、卒業式 に列席 した1、2

年生 に とって、生徒 の企画 が生か され た卒業式 と して、大 きな刺激 とな ったよ うで ある。

なお、今回 の実践が効果 を収 あた背景 には、 ホームルー ム委 員会の活動 に対す る担 任団

の共通理解 と全員 の分担制 によ る委員会へ の指導 ・援助、及 び今回の取 り組み に対す る教

職員 の理解 と協力 があ った ことを付記 して お く。

表7委 員会の活動内容
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4生 徒会役員 の選出方法 の工夫

(1)ね ら い

ア ンケー ト調査結果 を見 ると、生徒会活動 は生徒 自身が委員会 などで 自主的 に活動 す べ

きで ある と考 えている生徒 が約40%い るにもかかわ らず、現状が その よ うで ある と見 て い

る生徒 は数%し か いない ことがわか る。そ こで、研究員の所属す る各校 の生徒会活動 の現

状 にっ いて話 し合 った ところ、次の ような三 つの問題点が指摘 され た。

① 生徒会役員 は、 その希望者が少 ないために、生徒会担当教員が声を掛 け易 い集団 か ら

選ばれ るよ うな現状 がある。そのため、メ ンバーに偏 りが見 られ、一部の生徒 の活 動 に

な りが ちである。

② 生徒会 のサ ロン化 ・サークル化 とい う言葉 によ って問題点が語 られて いるよ うに、役

員 は、毎 日のよ うに生徒会室 に入 り浸 り、生徒会活動 をす るので はな く、雑談 を して い

た りして遅 くまで残 っている。一方、多 くの生徒 は生徒会室 には入 りに くく、違和 感 を

もって見 てい る。

③ 学校行事 の ほとん どが専門委員会や実 行委員会 に移管 されている現状 があ り、生 徒 会

執行部 とそれ らとの関係 が希薄 になって しまってい る。 そのため、生徒会活動 の大 きな

柱 であ る学校行事 への協力 に関す る活動 にお いて中心的 な役割 を果 た していない。

ところが、H校 で は、上記 の問題 はあまり感 じられなか った。その理 由は、特徴 的 な

役員 の選 出方法 にあ るのではないかと考え た。

そ こで、H校 にお ける生徒会 の役員 の選出方法 と美化委員会 の活動事例 を紹介 し、H

校 の生徒会活動 にっ いて、指摘 した問題点か らの検討 を試 みた。

② 内 容

ア 生徒会役員選 出方 法

H校 における生徒会役員選出 において特徴 的な ことは、役員立候補者 を、 ホー ムルー

ム及 び各専門委員会 ・部委員会を母体 とす る中央委員会 において選出す る ことであ る。

す なわ ち、各 ホームルーム委員 ・各専 門委員長及 び部委員会長 による リーダー研修 会 を

行 い、 その会 において役員の候補を選 出す る。具体的 には、生徒会の会長候補 はホ ー ム

ルーム委員か ら選出 し、副会長候補 はホ ームルーム委員 と各専門委員長 ・各部委員 長 か

ら各1名 ずつ選 出す る。その後、候補者 は生徒総会 において所信表明演説 を行 い、投票

によって全会員の信任 を仰 ぐ。

多 くの高等学校 において行われてい る選 出方法 は、全会員 の中か ら立候補者 を受 け付

け、会長 ・副会長等 を選挙 によって決定 す るとい う 「選挙型」で あるが、H校 のそれは、

ホームルームを基盤 として生徒会が成 り立 ってい るとい うことを役員選 出の時点 で盛 り

込 んだ 「代表型」 といえ る。

イ 生徒会 ・委員会活動 の事例

美化委員会 は、今 まで全 くなされていなか った ゴ ミの分別 を活動 目標 と した。まず は

じめに、分別 システムの確立 に取 り組んだ。委員会 は、生徒側 の要望を受 け、直接 ゴ ミ

処理 に関わ っている用務主事や事務の担当者 および教員 との意見 の交換 を再三 にわ た っ

て行 い、次 のよ うな分別 システムを確立 した。
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・色 分 けされた可燃 ゴ ミ用 と不燃 ゴ ミ用 のザ ミ箱を各教室 に置 き分別 をす る。

・生 徒 は、その ゴ ミを指定 された場所へ持 ってい く。

・指 定の場所 に置かれ たゴ ミの うち、可燃 ゴ ミの一部 はパ ンの販売業者 が持 ち帰 り、 残

りは焼却炉で処 分 し、不燃 ゴ ミは清掃局 に処理 を して もらう。

次 に、生徒 に分別 を徹底 させ るためのい くつかの取 り組 みが行 われた。

① ゴ ミの分別を重点 目標 に した清掃週 間を設 け、分別収集 を徹底 す る。

② ポスターを作成 し、分別収集の周知 を図 る。

③ 体育祭 にお いて、応援合戦の得点基準 に各団が 占め る場所の ゴ ミ分別 の項 目を入れ、

分別 の意識 を高 める。

④ 文化祭 において 、模擬店 の企画審査 の選考基準 にゴ ミの処理 方法の項 目を入 れ、 分

別の重要性 を訴 える。

⑤ 用務主事 とゴ ミ処理 にっ いて話 し合 い、 その録音を した ものを昼 の放送 で流 し、 現

状 を知 って もらう。

いずれの取 り組 み も美化委員会 だけの活動で はな く、生徒会 の協力 を得 なが ら、特 に

① にっいて は保健委 員会 と校 内衛生運動 の一環 として連携 し、③ 、④ にっいて は各 々 の

実行委 員会 の理解 を得て実施 して きた。

また、 この ような美化委員会 の ゴ ミの分別活動 は、生徒会 や他 の委員会 の活 動 に大 き

な影響 を与え た。例 えば生徒会では、不燃 ゴ ミのなかに本来校舎 内に持 ち込 みが禁止 に

な って いる缶や ビンが多 い ことを取 り上 げ、校 舎内に持 ち込 まれて くる缶 や ビンをな く

そ うとい う観点か ら、 デポ ジッ ト制 による空 き缶回収機 のっいた清涼飲料 水 自動販 売機

の導入 とい う運動 を始 めて いる。

(3)ま と め

生 徒会の低迷が いわれ て久 しく、(1)で指摘 した問題点 は、多 くの学校 で指 摘で きる こと

で はないだ ろ うか。H校 の役員選出方法 は、 もちろん これ らの問題を根本 的 に解決 す る も

ので はない。 しか し、 このよ うな選出方法 によると、実践例 か ら次のよ うな ことが言え る。

生徒 に とって は、自分達 に身近 なホームルーム委員の中か ら役員が選ばれ るために、ホー

ムルーム ・委員会活動 の活発化 が生徒会活動の活性化 にっなが るとい うことが は っき りわ

か り、 自 らの実践す べ き活動 を的確 にっか みやす くなる。 その ため生徒会 は、 サ ロ ン化 ・

サー クル化 といわれるよ うな 目的意識 の少 ない集団 にはな りに くい。

また、組織 としては、生徒会執行部 と各種委員会 ・各実行委員会 との関係 が強 くな り、

それぞれが互 いに有機 的に関連 して活動 す る環境が作 られやす くな るので、行 事 など にお

いて生徒会執行部 が中心 的な役割 を果 たせ ない とい った懸念 が少 な くな る。更 に、役 員 の

選 出過程 を考 えれば、役 員が決 ま らなか った り、 メ ンバ ーに偏 りが見 られ るな どの心 配 も

少 ない と言 え る。

今後 は、一人一人 の生 徒が生 徒会 の一員 としての自覚 を高 め るよ う、ホ ームル ーム委員

を中心 と して ホームル ーム活動の活発化 を図 り、生徒会執行部 と各 ホー ムル ームとの関係

をよ り一層 強あてい く必要が あると考 え る。
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V【 ま と め

本年 度 よ り高等学校で全面実施 となった新学習指導要領 は、特別活動の 目標 の一っ に 「集 団

の一員 と してよ りよい生活 を築 こうとす る自主 的、実践的 な態度 を育て る こと」を挙げている。

また、学校週五 日制の段階的 な実施がな されつつあ る現在、学校行事の精選が各校の課題 となっ

て いる。

この よ うな中で高等学校 の現状を みると、中途退学 の増加 をは じめ様 々な問題が起 きてい る。

その一因 として考 え られるのは、生徒が学校生 活で互いの協力 や信頼 を得 ることが少 なくなり、

自分 の目標 を見失 い、学校 との結 びっ きが希薄 になって いることであ る。

本年度研究員 は生徒 の学校 への帰属意識を高 める こと、生 徒を学校生活 に主 体的 にかか わ ら

せ る ことを 目標 に、「集団の一 員 としての 自覚 を高 め、自主的、実 践的 な態 度 を育 て る指導 の

工夫」 を研究主題 とし、ホ ームルーム活動 と生徒会活動 に焦点 をあてて研究 を行 った。

ア ンケ ー ト調査の結 果に はっきり表れ た ことは、高校生活 が1年 生 か ら2年 生 へ と進む にっ

れ、ホー ムルーム活動 や生 徒会活動 への期待が失 われて、満足度が低 くな って い くとい うこ と

で ある。 こ うした実態 にど う働 きかけていけば満足度 を低下 させ ないよ うにで きるのか 。生徒

は一見 した と ころ楽 しい行事な どを求 めて いるよ うではあるが、内面 で は他者 との信頼関 係 を

築 きたい とい う願望を持 ってお り、現状 の学校生活 に不満を持 ちなが らも自分で は解決 で きず

に悩んで いるので はないだ ろ うか。

こう した分析 と考察を基 に、望 ま しいホームルーム活動 と生徒会活動 にっ いて検討 を行 い、

次の よ うな指導 の工夫を提言 し、実 践事例 を示 した。

〈 ホームル ーム活動〉

① 生徒同士、生徒 と教員が信頼 関係 を持 て るホームルーム活動 の工夫

② 生徒 の興味、関心 の高 い題材 を使 ったホー ムルーム活動 の工夫

③ 長期的視野 に立 ったホームルーム活動 の工 夫

く生徒会活動〉

① 指導体制 の工夫

② 生徒 への働 きか けの工夫

③ 生徒会組織運営 の工夫

望 ま しいホー ムルーム活動 や生徒会活動 を実現す るためには、 ここに挙 げた以外 に も様 々 な

工夫 が考 え られ よう。時 代の変 化の中で、生徒が多様化 して きた現在、 ホームル ーム活動 や生

徒会活動 の指導方法 には新 たな発想が求 め られて いる。大切な ことは、生徒 と教 員が協力 して

考 え、計画 し、活動 してい けるよ うな指導 を各校の実態 に合わせて工夫 す ることで はないだ ろ

うか。

生徒 に とって魅力 ある学校の実現 は、緊急 な課題 である。 その ためには、各教科 の学習 活動

と同時 に特別活動 の充実が求 め られてい ることは明 らかである。今年度取 り組 んだ研究 は、特

別活動 に よる魅力あ る学 校づ くりの一 っに位置付 け られ よ う。

この提 言 と実践事例が、各校の参考 にな り、さ らに研究が進 あ られて い くことを願 ってや ま

な い。
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